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これは,拙 書 『現代世界思想史 上』(丘 書房)の 補いであ り,そ してすべ

て外 国の部である。

第1次 大戦の結果

第1次 大戦の結果,2千 万人の死者が出た。資本主義社会の安定的発展が疑

われ,人 間の理性に不信が寄せ られ,進 歩の思想が信 じられな くなった。 これ

らの思想が打ち砕かれた。資本主義が世界戦争を行ない,各 国民が塗炭の苦 し

みに会ったことで,人 々はショックを受けた。シュペ ングラーは 『西欧の没落』

で,ヨ ーロッパ とその文化が滅びた,と 論 じた。

戦後に,ウ ィルソンはアメリカ大統領選挙で負けてしまい,世 界政治から退

場 した。列強がウィルソンの立てた梯子で2階 に上った ら,梯 子がはず されて

しまったというわけである。気が付いた時,ア メリカ,ド イッ,ソ 連が国際連

盟 に入っていなかった。

〔1〕



2 商 学 討 究 第51巻 第4号

この戦争(WW1)は,重 工業 ・大銀行による,お くれた植民地競争の実施

であった。 ドイッは,ト ルコを狙い,ベ ルリン ・ビザ ンツ ・バグダッドの線 を

確保 しようとした。これで1890年 に,ロ シアをフランスに追いやった。

第1次 大戦後,レ マルクの小説 『西部戦線異常なし』が出た。大戦中に起 き

たロシア革命で,民 族独立の影響が出た。当面,東 ヨーロッパで実現すること

になる。

ロマノフ家の最後

ニコライ2世(在 位1894-1917,生 没年1868-1918)は,ア レクサン ドル

3世 の長子で,ロ マノブ家最後の皇帝 となった。1613年 にミハイル ・ロマノブ

が帝位 について,ロ マノブ朝が成立 して以来,ほ ぼ300年 にわたってロマノブ

家がロシアで帝位についていた。そこでニコライ2世 の治世中,300年 記念が

行なわれた。ニコライ2世 は1891年,皇 太子時代に日本を来訪 し,巡 査 ・津田

三蔵に切 りつけられ負傷 した(大 津事件)こ とがある。彼はその後皇帝になり,

専制政治 を望んだ。ニコライは意志薄弱で,皇 后アレクサ ンドラに左右 され,

晩年には政治にも無関心になった。第一次大戦では,自 ら最高司令官になった。

そして内政は皇后 とラスプーチンにまかせた。アレクサ ンドラ皇后は,ド イッ

出身で,ヘ ッセン大公女だった。この時代,ラ スプーチ ンが権勢 をほしいまま

に した。 ラスプーチン(1872-1916)は,ト ボリスク県の農民出身で,各 地の

修道院を遍歴後,貴 族 と知 り合い,帝 室に近づいた。彼は,皇 太子アレクセイ

の不治の病(血 友病)を 治癒 して,皇 帝 と皇后の信任 をえた。それゆえ,1914

年か ら16年にかけて絶大な権力 を振るい,国 政に関与 した。彼は大臣の任免 ・

罷免まで とりしきった。だが,1916年12月17日,右 派反対勢力の ドミトリー大

公,ユ スポフ公爵 らによって暗殺 された。

1917年2月 革命で帝政が崩壊 し,3月2日 にニコライ2世 は退位宣言をした。

その後,家 族はシベ リア ・トボリスクへ送 られた。夫妻,4人 の皇女つま り,

オリガ,タ チアナ,マ リア,ア ナスタシアと,皇 太子アレクセイであった。10
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月革命後,エ カチェリンブルグ(旧 スヴェル ドロフスク)へ 移 され,家 族 とと

もに銃殺された。1918年7月16日 に家族全員銃殺 された というのが定説である。

責任は,地 方 ソヴィエ トか レーニン政権か,の どちらかであ り,処 刑 した理由

は白衛軍の存在であった。

だが,皇 帝は銃殺されたが,皇 太子は病死 し,皇 后 と4人 の娘がペル ミに護

送 され,さ らにモスクワ方面に向かって,消 息を絶った,と いう説がある。19

年に,1人 の女性がベルリン運河に飛び込んだ。それは末娘アス タシアである,

ともされ,そ の後,生 きていたともされる。1)

シル ビオ ・ゲゼル

ゲ セ ル は経 済 学 者 。1862年 に,ベ ル ギ ー で 生 ま れ た 。1886年,ア ル ゼ ン チ ン

へ ゆ き,商 売 で 成 功 した 。 ス イ ス で 独 学 し,ミ ュ ンヘ ン ・レー テ 共和 国 の蔵 相

と な っ た 。 そ の 後 は,ベ ル リ ンで 活 躍 す る 。 主 著 は,DieNaturlicheWirt-

schaftsordnungdurchFreilandundFreigeld.Berlin1920.で あ る 。 最 近 流 行

の地 方 通 貨 論 に 影 響 を与 え た 人 で もあ る1a)。

20世紀の技術

1908年 にフォー ドが,自 動車の大量生産システムを作っていた。1920年代は,

アメリカの大量消費時代の開幕であった。20世 紀は自動車の世紀でもあった。

1931年 に,発 明王 トマス ・エジソンが亡 くなった。彼は,ア メリカ資本主義

の良い面,ア メリカ社会の健全な面 を代表する人物であった。エジソンは,生

1)ユ ル ・ブ リ ン ナ ー,イ ン グ リ ッ ド ・バ ー グ マ ン主 演,映 画 『追 想 』 で,ア ナ ス タ

シ ア 姫 は 有 名 と な る 。 参 考,サ マ ー ズ,マ ン ゴ ー ル ド 『ロ マ ノ ブ 家 の 最 後 』 中 央

公 論 。

1a)ゲ ゼ ル の 翻 訳 は,一 部 削 除 だ が,相 田 慎 一 訳 で,一 つ あ る 。

SilvioGesell,DasGeldwieesseinsollundseinkann,(所 収,『 専 修 大 学 北 海 道

短 期 大 学 紀 要 』33号,2000年12月)
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涯,人 類の便利 さのために日々活躍 した。彼は千数百の発明をし,特 許を取っ

た。だが彼の正当な努力は,相 当部分が,ア メリカの諸財閥に収奪された。

19世紀が蝋燭の時代であった とすれば,20世 紀は電灯の時代 となった。エジ

ソンの白熱電灯の発明は,電 灯時代のきっかけとなった。 これは人類の生活時

間の観念 と生活様式 を変えた。

また20世 紀は,電 気,電 信,飛 行機,機 関銃,自 動車,戦 車の時代を切 り開

いた。家庭電化製品が売れ,ア メリカがそれを代表した。これは,す ぐ後にお

きる大恐慌の原因になるのだが,一 方で,第2次 大戦後のアメリカの繁栄のさ

きがけであった。

文化時間は短縮 した。だが人間殺傷能力が増大 した。また20世 紀半ばには,

人類の不幸の刃 ・原子力 を握ることになる。

1929年 世界大恐慌

ウオール街のキングといわれたジェシー ・リバモアは,株 屋につ とめ,鉄 道

株で100万 ドル以上儲 けた。銀行家の息子のジョセブ ・ケネディは,ラ ジオ株

で儲けた。一般投資家が株式投資に参加 してきて,ブ ローカーズ ・ロー ンを借

りて株式投資をする人 も急増 した。1929年,ア ーヴィング ・フィッシャー教授

は楽観論 を述べた。9月3日 が株価の最高であった。だがケネディはその後全

ての株 を売 り,撤 退 した。 リバモアは,株 価情報分析家を採用 し,情 報を得て

いた。そこでイギリス中央銀行が金利 を大幅に上げるという情報を得た。それ

で資金がイギ リスへ流れた。J.P.モ ルガンの大統領あて レポー トは景気につ

いては楽観論だった。

だが暴落が始まったのだった。10月24日(木)朝10時 に取引所が開いた。25

分後,GM(ゼ ネラル ・モーターズ)に 大量の売 りが出た。驚いた5千 人の投

資家がウオール街に売 りにきた。そこで警官隊が出動 した。リバモアは空売 り

で儲けた。銀行連合は買い支えに回った。そのため相場は回復 したが,そ のニ

ュースが全国に早 く広 く伝わらなかった。そのまま3時 に,取 引所が終了 した。
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30億 ドルが1日 で失われた。リバモアは数百万 ドル儲けた。10月29日 には,下

げ幅が最大 となった。この恐慌で1300以 上の銀行が倒れ,全 国で4分 の1の 労

働者が失業 した。リバモアはその後失敗 し,自 殺 した。ケネディは,そ の後ルー

ズヴェル トの大統領選挙費用 を出し,イ ギ リス大使 となり,ヨ ーロッパの相場

で儲けた。アメリカは国際貿易=輸 入 を縮小 した。安値になうた株 を,ロ ック

フェラーやモルガンが買い占めて,後 に大権力を持つことになる。

ナ チ ズ ム

ドイツ革命(1918年)は,ま ったく急 な急進的な,上 からの革命であった。

これが,ワ イマール国民会議 を導いた。革命は,ビ スマルク憲法の根本的改造

に帰着 した。予期せぬ,強 要された,民 主主義であった。(Bracher)

1933年 にナチス(=国 民社会主義,以 下,ナ チスと略)が 権力を獲得 した と

き,賠 償 を払う必要がなくなっていた。外交的自由もあった。外交は,ヒ トラー

(AdolfHitler)が 一手 に引 き受けた。目標 は,イ ギ リス(ゲ ルマン)・ イタ

リア(フ ァシズム)と 結び,フ ランスとソ連を敵視し,オ ース トリアを併合す

ることだった。ナチスが求められ,国 民に期待 きれたのは,失 業の蔓延などの

経済問題であった。ヒ トラーの上昇理由は,ド イツ人の戦後処理の不満,大 恐

慌,日 本 と同じく持たざる ドイッであったこと,つ まり原料 をえられないこと

だった。経済帝国の必要があたったのである。

ドイツ共産党の弾圧のきっかけになった ドイツ国会放火事件 は,フ ァン ・デ

ア ・ルッベが1人 ですべてをした。 しかしヒ トラーは,共 産主義者が火 をつけ

た と信 じ込んだ。そして蜂起 を恐れたゆえに,例 外法を導入 した。

ヒ トラーは,1933年4月7日 に,反 ユ ダヤ立法を通 した。ユダヤ人 と反ナチ

に対 してである。しか し一部をのぞいた。3代 前 までにユダヤ人がいるばあい

ユダヤ人になり,そ れをナチスが きめるのだった。そして公職から締め出した。

1933年7月14日,ナ チ 党 は 唯 一 の 政 党 と な っ た。 そ して1元 化

(Gleichschaltung,均 制化)を 行なった。つまり自治体 を認めないのであ り,
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(国家 と州の)中 央集権化をした。 こうしてナチ指導を全国民に浸透 させよう

とした。 これがナチ革命であった。

ヒ トラーは,政 治的反対派を沈黙 させ,系 統的に迫害 した。現実に敵がいな

くなると,敵 だ と勝手に想像 した ものを迫害 した。つまりユ ダヤ人である。強

制収容所 をSSに よって作 らせ,こ こに放 りこんだ。お もに迫害 されたのは ド

イツのユ ダヤ人である。全体的国家には敵が絶対必要だった。

ヒ トラーは,全 体主義 と国家の権威 を守る絶対的権力が必要だった。内閣に

無制限の立法権を与 え,行 政 と立法の分立を消滅 させた。そして総統が国民の

決定にしばられないようにした。

ドイツは一党独裁制となり,1933年11月 に,国 連を脱退 した。また軍縮会議

を脱退する。ヒ トラーは,再 軍備を狙 うのだった。1934年8月,ヒ ンデンブル

グ大統領の死で,ヒ トラーは大統領お よび総理大臣の位置につ くのである。

ヒトラーは,総 統像 をローマ皇帝に求めていた。

ヒ トラーは,1934年6月30日 に,殺 人 ・粛清,弾 圧を行 う。競争相手のSA

隊長 ・レームは,「 社会主義」 を真剣 に受け取 り,第2革 命を狙った し,国 防

相 を望んだ。SAを 国防軍の代わ りにせ よと要求した。ヒトラーは危険を感 じ,

粛清 したのだった。1934年8月,ゲ ーリングはSAを 解散させた。当時 ヒトラー

とレームは,行 進やパ レー ドでも一緒に立っていたし,こ れまでは,ヒ トラー

はまだ独裁者ではなかった。 ドイツ人は指導者を求める(マ レーネ ・ディー ト

リヒ)。 ドイツ人は誰かに指導をさせたがる(レ ニ ・リーフェンシュタール)。

1934年,ヒ トラーは,ド イツ ・ポーランド不可侵条約を結んだ。1935年 に,

一般兵役義務をしいた。これは再軍備の第1段 階であった。それに対 して各国

は,相 互援助条約を結 んだ。1934年 のナチス党大会を,レ ニ ・リーフェンシュ

タール監督は,映 画 「意志の勝利」にとった。これはパ リで金賞を貰った。大

会のテーマは雇用創出と平和 と思えた。

ナチスの思想的代弁者ローゼンベルグは,国 家 よりもナチ運動が上であ り,

国家はナチ生活哲学の道具である,と した。国家は,道 徳概念でも絶対的理念

の実現(ヘ ーゲル)で もな く,人 種的民族の従僕であり,目 的でな く手段だと,
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ヒ トラーは考えた。生存の最高目的は,国 家 ・政府の維持でな く,民 族の維持

であると言う。 この考えが,1934年6月,血 の粛清の後,1934年9月 の党大会

で実践化 された。

党によって国家が決定される,と シュミッ トは語 る。ナチスの理論はば くぜ

んとしていた。ナチ党員は党首に絶対服従するという,指 導者原理が出来上が

った。 しか しこれで,ナ チズムはキリス ト教精神の敵になった。個人の良心 よ

りもヒ トラー と党が優位 したからである。教会 も迫害された。そこでキリス ト

者の反ナチ精神が生 まれた。 ヒ トラー暗殺計画 も,す べて失敗 したが,い くつ

も起こされた。例えば,後 述の事件以外に,エ ルザー事件,ト レシュコー事件

などなどである。一方で,経 済が復興 し,国 民は国家に忠実になった。

ヒ トラーは,1935年,ニ ュルンベルグ法を通 した。これでユダヤ人のあらゆ

る権利を奪 った。 ドイツ人 とユダヤ人 との結婚 も禁 じた。また,ヒ ムラーの親

衛隊を強化 し,ゲ シュタポ長官はラインハル ト・ハ イ ドリヒになる。

1936年,ベ ルリン ・オリンピックが開かれた。 ヒ トラーはオリンピックは嫌

いだった し,興 味がなかった。「黒人が勝 って,面 白いはずがない,彼 は国粋

主義者だから。」(リ ーフェンシュタール)

ヒ トラーが,1937年 秋以来,戦 争の準備をしたことは確実である。1937年,

ヒ トラーの計画(ボ スバ ッハ大佐覚書)が ある。それは,「 ドイツの人種的共

同体を確保 ・維持 ・拡大する」「そのために 『国土の狭 さの解決』による生活

圏のために,力 の道しかない」の発言である。国防軍は,い つもためらった。

そこでヒトラーは,国 防相,陸 軍総司令官を解任 した し,ヒ トラーは事実上権

限を握った。外交 も人事移動 もそうだった。

ヒ トラーは,1937年11月 の秘密演説で,チ ェコスロヴァキア粉砕の決意を語

った。チェコスロヴァキアのズデーテン ・ドイツ人の自治要求は激 しい,そ し

て ドイツはそれを支援する,と いうのものであった。1938年,ヒ トラーはオー

ス トリアを併合す る。1938年5月30日 に,ヒ トラーは,チ ェコ問題で国防軍へ

秘密指令 を出 した。

1938年,英 仏独伊 は,ミ ュンヘ ンで,ズ デーテン地方の ドイツへの割譲=接
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収案 民族自治による 協定を認めた。この9月 の ミュンヘン協定を,

イギリスのあらゆる新聞は,『レイノルズ ・ニューズ』を例外 として,賞 賛 した。

ヒ トラーはしかし,初 めからチェコ全部を奪 うつ もりであった。1938年10月,

ヒ トラーは 「チェコスロヴァキアの残 りを片ずける」秘密指令を出した。1939

年に,チ ェコスロヴァキアをヒ トラーに委ねる文書に,チ ェコスロヴァキア大

統領ハーハに署名 させた。ドイッ軍はす ぐチェコスロヴァキア全土を占領 した。

これは民族自治を破 る決定的転i換だった。

1938年,ナ チスはユダヤ人虐殺を始めた。1939年5月,独 ・伊軍事同盟が成

った。ドイツは,ダ ンチヒなどを返還要求 した。英 ・仏 ・ソ連 ・ポーラン ドは,

提携交渉に失敗 し,英 は,ポ ーランドに肩入れをした。英仏 とドイッの,ソ 連

を味方に着ける獲得競争が始 まった。だが,1939年8月3日,独 ソ不可侵条約

がなった。 ドイツは,2正 面作戦を避けた し,避 けることができた。 ソ連が西

欧を選べば,ま たは西欧がソ連を選べば,戦 争は起こらなかったのだ。8月5

日,英 ・ポーランド相互援助条約がなった。

ドイツは,ポ ーランドを侵攻 した。1939年9月1日 であった。宣戦布告はな

かった。 しか しすでにイタリアは,1935年 にエチオピア侵略 していたし,1932

年,中 共は対 日宣戦 をしていた。電撃戦 によって,ヒ トラーは西ポーランドを

占領 した。その後,入 植地に ドイツ人のみ送った。

ヒ トラーは,フ ランス攻撃 をし,征 服する。 ヒ トラーのユ ダヤ人虐殺は,

1940-41年 に計画的になり,ア イヒマンに国外移住計画を作 らせた。

ヒ トラーの勝利は,列 強が戦争に気乗 り薄 と見たこと,小 きざみな戦争 をし

たこと,国 際連盟が 一 有効でない 一 を無視 したこと,ロ シア革命で列強

が ドイッをソ連の防波堤 と見たこと,列 強と左翼がナチズムの本質を分からな

かったこと,ソ 連の反 ドイツ呼掛 けを列強が無視 したこと,ス ターリンがソ連

の政治家 ・軍部を狂信的に粛清 し,弱 体化 させいたたこと,ス ペイン市民戦争

での失敗(1936-)に 独伊は援助 したが,英 ・仏 ・ソは援助 しなかったこと,

にある。

ヒトラーは,少 しずつの一連の小戦争によって問題の解決を計画 した。全 く
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戦争をしないでうまく切 り抜けようとした。大戦争 を準備 しているふ りをして

実際にはそうしなかったところに,ヒ トラーの政治戦略の本質がある。ヒ トラー

は軍備を誇張した。彼の再軍備の動機は,赤 軍への恐怖であった。1935年 に政

策の重点に若干の変化があった。1936年 春 まで ドイツの再軍備はほとん ど神話

にすぎなかった。2)

ヒトラーのヨーロッパ大陸支配がなり,彼 はイギ リス攻撃をした。これは失

敗に終るのだが,独 ソ戦のカモフラージュでもあった。1940年 に,ヒ トラーは

ソ連攻撃を説いた。バ ロバロッサ作戦である。これは,ソ 連を葬 り,そ の民族

を根絶するものであった。まずモスクワを占領すべ く準備 をした。三方か ら攻

め入 った。1941年6月 に,宣 戦布告なしでソ連国境を越えた。 ドイッ軍はモス

クワのほとんど手前 まで侵略 した。 ドイツの機甲部隊の名将グデリアン将軍の

指揮によってであった。彼 はフランス戦でも有能さを発揮 していた。しか しモ

スクワ攻撃の ドイツ軍の前に,ソ 連軍は,ね ばった。そして ドイツの攻撃は予

定 より遅れさせ られた。そこにロシアの厳冬がやってきたのである。 ドイツ軍

はソ連側に反攻 されて,退 却するのだった。その後,レ ニングラー ド(今 のペ

テルブルグ)攻 防戦が始 まった。 レニングラー ド市民は,ド イツ軍に包囲され

て飢餓状態におちいった。だがこれを辛 くもしのいだ。1943年 にはヒトラーは,

クルスク戦を計画 した。 ドイツは,ド イツ史上最大の攻撃 を準備 した。クルス

ク戦は7月5日 に始まった。 ドイツのクリューゲ元帥 とソ連のジューコフ元帥

が戦いを指動 した。 ドイツは奇襲を考えたが,ソ 連に準備 されてで きな くなっ

た。だがソ連の防衛線は2箇 所破 られた。ヒ トラーは,「勝利にあらざれば死

である」と演説 した。 ドイツは全予備軍を投入 した。ソ連は不利になった。大

戦中の最大の戦闘プロホフカの戦いが起きた。その後,ス ターリングラー ドの

独ソ戦で,ド イツは敗北 した。ヒ トラーはこれで,ド イツ国と ドイッ国民とに

嫌気がさしたのだった。彼 によれば,強 い民族は勝つのであ り,ド イツが負け

ることは弱い民族であることになる。この時点から,彼 は戦略的には自暴 自棄

2)BurtonH.Klein,Germany'sEconomicPreparationsforWar,1959.
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になった(『 ヒ トラー最後の10日 間』)。ドイツ民族が滅んで もよい と考えるの

であった。

連合軍がシシリア島に上陸 した。イタリアで,ヒ トラー とムソリー二の会談

が行われた。イタリア軍は休戦 を考えたが,ム ソリー二は,ヒ トラーにそれを

言えなかった。参謀部 とムソリー二は矛盾 した。これでムソリー二はイタリア

国王に逮捕 されるのであった。 ヒトラーはこれを聞いて,ム ソリー二救出を命

令 した。彼はイタリアを占領 しようとも考えた。軟禁状態のムソリー二は,ド

イッの部隊に救 出された。だが,彼 はもうヒ トラーに従属せざるをえなくなっ

た。

スター リングラー ド戦で,ク リューゲ元帥はソ連撤退を主張 した。 しか しヒ

トラーと,取 り巻きのカイテルら幹部は,陣 地の死守を厳命 した。 これは戦術

的な失敗だった。ソ連は,オ リョール,そ の他の市を奪回した。 ドイツ軍はヒ

トラーの命令にもかかわらず退却 し始めた。9月,ソ 連軍は ドニエプル河に進

撃 し,渡 河に成功 し,キ エフを奪回した。

ここで,1943年11月,連 合国のテヘラン会談が持たれ,第 二戦線を作 ること

が話された。それをスターリンが要望 した。ルーズヴェル トは同意 し,チ ャー

チルはユーゴスラヴィアからの上陸を主張 したが,ス ターリンとルーズヴェル

トのいうフランスからの上陸で決着 した。チャーチルのユーゴに上陸とは,ソ

連牽制の意味であった。チャーチルは戦後のことを考え過 ぎると,ル ーズヴェ

ル トは言う。連合軍は,1944年5月 に第2戦 線を作 る,と 決めたヒ トラーはこ

れを考慮 にいれなかった。

ソ連は,ウ クライナを取 り戻そうとした。1944年6月,ソ 連は白ロシアを攻

撃 した。白ロシア ・パルチザンと共に,ボ ブルイスク,ミ ンスクを解放 した。

ここで大量の ドイッ兵捕虜が出た。

一方
,ド イツ国内では,ベ ック,ゲ ルデラー,ク リューゲ,シ ュタウフェン

ベルグらの軍部が,ヒ トラーを殺 して軍が実権をえるという試みを敢行 した。

だが失敗 して鎮圧 された。これはラステンベルグで総統の会議で爆発物で暗殺

しようというものだった。ベ ックが新首相 になる予定であった。反乱側はゲッ



『現 代世 界思 想 史序説 上』へ の 補 い(2) ,外 国の部 ヱ1

ベ ル ス の逮 捕 に向 か うが,ヒ トラ ー が 生 き残 った の で で き なか っ た 。

ソ連 軍 は,ポ ー ラ ン ドへ 向 か っ た 。 ワ ル シ ャ ワへ 向 か う時,ポ ー ラ ン ド軍 が

加 わ った 。 ヨー ロ ッパ 諸都 市 の 解 放 が 進 ん だ 。 この こ ろ か ら ヨー ロ ッパ で のパ

ル チ ザ ン闘争 が 広 が っ た 。1945年1月,ソ 連 軍 は大 攻 撃 を か け た。

1945年2月 に,ヤ ル タ 会 談 が 行 な わ れ た 。 英 ・米 は,ソ 連 よ り も,ベ ル リ ン

へ の 到 達 が 遅 れ た 。 ソ連 は ベ ル リ ン攻 撃 を考 え た 。 ドイ ツ で は,グ デ リ ア ンが

辞 任 させ られ た 。 一 方,ル ー ズ ヴ ェ ル ト大 統 領 が 死 ん だ。 ソ 連 は,4月,ベ ル

リ ン攻 撃 を した 。 兵 は,地 下 鉄 に も入 っ た 。 そ こヘ ヒ トラ ー は 水 門 を 開 け させ

る命 令 を出 した。 そ こ に は病 院 も あ る の に,で あ っ た 。 ドイ ツ民 族 は消 滅 す べ

き と,ヒ トラ ー は 考 え る に 至 っ た。死 の 直 前,ヒ トラー は結 婚 した 。だが す ぐ,

新 妻 エ バ ・ブ ラ ウ ン を薬 殺 した 。 そ して ヒ トラ ー は 銃 で 自殺 した と さ れ る 。4

月30日 で あ っ た。 ドイ ツ は結 局,敗 戦 に 追 い や られ る の で あ っ た 。

ヒ トラ ー は,党 を国 家 よ り も上 に お い た 。 ナ チ ー ズ ム とい う思 想 を 国家 や 民

族 よ り も大 切 に した 。

5月1日,ド イ ツ 国 会 議 事 堂 に ソ連 旗 が あ が っ た 。 ドイ ツ参 謀 総 長 が,休 戦

の 交 渉 に 来 った 。 デ ー ニ ッッ とゲ ッベ ル ス の 新 政 権 を作 る とい うの だ っ た 。 し

か し ソ連 は 無 条 件 降伏 を要 求 した 。 ゲ ッベ ル ス は死 な ざ る を え な か っ た。

第2次 大 戦 の 死 者 は,フ ラ ンス52万,イ タ リ ア40万,イ ギ リス32万,ア メ リ

カ32.5万,チ ェ コ36.5万,ユ ー ゴ ス ラ ビ ア160万,ポ ー ラ ン ド602.8万,ド イ ッ

970万,ソ 連,2000万 で あ っ た 。

ナチズムについての本

ドイツ ・ナチーズムの人類的経験 を踏まえて,い くつかの文献が生まれた。

F.ノ イマ ンの 『ビヒモス』(み すず書房)は,ナ チズムを全面的に分析 した

優れた書である。シャイラーの 『第三帝国の興亡』(全5巻 創元社)は,ジ ャー

ナ リス トとしての著者が描いたナチーズムの大規模な物語である。 また,実 際

にヒ トラーの強制収容所に閉 じ込められて生活 した心理学者 フランクルは,『夜
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と霧』で,強 制収容所の悲惨な地獄の ような捕虜生活を描いた。 ここで,何 か

精神的な目的を持たない と死んで しまうこと,ど んな組織にも良い人と悪い人

がいることを語った。なお,児 島のぼる 『ヒトラーの戦い』(全10巻 文春文庫)

やテイラー 『第2次 世界大戦の起源』(中 央公論1977)も ある。ヒ トラーに

ついて最 も詳しいのは,フ ェス ト 『ヒ トラー』(新 潮社)で ある。

ア ン ネ ・フ ラ ン ク(AnneFrank)

1929年,ア ン ネ ・フ ラ ン ク が ドイ ツ で生 まれ た。 数 年 後,1933年1月 に,ヒ

トラー が 政 権 を掌 握 した 。1933年4月7日,ナ チ ス は,反 ユ ダ ヤ立 法 を可 決 し

た 。

フ ラ ン ク家 は,1933年 夏,ド イ ツの フ ラ ン ク フ ル トを出 た 。 父 オ ッ ト・・・・・… フ

ラ ン ク は,裕 福 な 実 業 家 だ っ た。妻 工 一 デ ィ ッ トは,フ ラ ン ク フ ル トで 育 っ た 。

彼 ら は まず ア ー ヘ ンへ 行 っ た。1934年 に,オ ラ ン ダへ 行 き,3月,ア ム ス テ ル

ダ ム の 大 きな 上 品 な家 に住 ん だ 。 フ ラ ンク は,ベ ク チ ン製 造 の会 社 を持 っ て い

た。当 時 オ ラ ンダ に14万 人 の ユ ダ ヤ 人 が い た。1934年,ア ン ネ は幼 稚 園 に入 り,

1935年 に小 学 校 に入 っ た 。

1935年 に,ニ ュ ル ンベ ル グ法 が 通 過 した 。1938年 に,オ ー ス トリア 併 合 が な

さ れ た。 同 時 に1938年 に,ユ ダ ヤ 人 虐 殺 が 起 き た 。1940-41年 に,ヒ トラー は

計 画 的 に な り,ア イ ヒマ ン にユ ダヤ 人 国外 移 住 計 画 を作 らせ た。

1939年9月1日,ド イ ツ は,ポ ー ラ ン ドを侵 攻 した 。1940年,コ リー ン ・オ

ラ ン ダ首 相 は,安 心 宣 言 を 出 した 。 しか し,1940年5月,ド イ ツ が攻 撃 し,オ

ラ ン ダが ドイ ツ に 占領 され た の で あ る。オ ラ ンダ女 王 は,イ ギ リス に 亡 命 し,「自

由 オ ラ ン ダ」 をつ くっ た 。 そ して 中 立 宣 言 を し た。 オ ラ ン ダ軍 は 降伏 した 。 ザ

イ ス ・イ ンク ヴ ァ ル ト(=オ ー ス ト リア ・ナ チ ス の首 脳)が,オ ラ ン ダ総 督 に

任 命 され た 。

フ ラ ンク家 の 父 オ ッ トー ・フ ラ ン ク は,ト ラ フ ィー ス 商 会 とコ ー ル ン商 会 を

経 営 して い た 。 そ こ に勤 め る女 性,ミ ー プ ・ヒ ー ス は,ウ ィ ー ン出 身 で,ド イ
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ツ国籍だった。彼女は,ナ チ青年団に加入を勧誘されるが,拒 否 した。さて7

月2日 令,つ まりユ ダヤ人届出令が出された。7月,一 家は,ユ ダヤ人登録を

される。書類 に栂印し,写 真をとられた。

ミープは,警 察に呼び出 しをうけ,旅 券が失効 しているので,ウ ィーンへ戻

れと言われた。そこでオランダ人の恋人ヘ ンクが,彼 女 に結婚を申し込んだ。

1941年7月 に結婚 し,ミ ープはオランダ人 となった。 こうしてオース トリアへ

行 く必要がな くなった。

1941年2月,最 初のユ ダヤ人狩 りが起こされた。それに抵抗 して,ユ ダヤ人

らは3日 間のゼネス トを行 ない,そ れに対 し,参 加者が銃殺 された。

父は,2つ の商会を部下に譲った。アンネは,小 学校を卒業し,ユ ダヤ人中

学校へ入学 した。

1942年4月 に,ユ ダヤ人は,ユ ダヤ人章,ダ ビデ星をつけうと命令 された。

それに加えて,6月30日 に,ユ ダヤ人へ禁止令が出た。ホテル,図 書館,映 画

館,レ ス トラン,カ フェへ,ユ ダヤ人は出入 り禁止 とされた。こういう状況で,

一家は潜伏をきめた。それをミープが世話をすることにした。この直前,ア ン

ネは,1942年6月12日,父 か ら日記帳を贈 られた。13才 の時だった。

1942年7月5日,姉 マーゴットは,16才 になっていたが,強 制キャンプへの

出頭命令が出た。これをきっかけに,翌 日6日,一 家は潜伏 を決行するのであ

る。マーゴットは,ユ ダヤ人には禁止された自転車にのり,隠 れ家(フ ランク

の持っていた商会の上階)へ 行った。そこはプリンセン ・フラフ ト263〔番地〕

で,運 河沿いにあった。残 りの一家3人 は,す ぐあとで行った。そこは家か ら

4キ ロ離れていた。地下組織 は,配 給切符を手配した。一方,ユ ダヤ人につい

ての密告には5ギ ルダーの礼金が払われることになった。

アンネは日記 を大事にした。 もう一家族,フ ァン ・ダーン家がこの隠れ家に

加わった。夫妻 と息子ピーターであった。次いで,1人 の歯医者デュッセル氏

も加わった。計8名 となった。アンネは,日 記帳を書 き尽 くした。その後,紙

片に書 き,そ の後,金 銭出納簿に書いた。

1943年1月,会 社に泥棒が入った。そ して親 しい八百屋が捕 まった。6月6
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日,連 合軍がフランスに上陸 した。もうす ぐ解放されそうだった。

アンネの日記は,Aテ キス トがあ り,は じめの日記である。ついでBテ キス

トがあ り,こ れは小説風 になっている。アンネは,小 説家になろうとし,日 記

を小説風に書 き直そ うとしたのだった。書 き直しが終わる前に捕まった。8月

1日 で日記は終わっている。1944年8月,家 族は見つかってしまう。

8月4日,午 前11時,秘 密…警察の事務所に密告の電話があった。警察官カー

ル ・ジルベルバウア■一・一一がそれを受けた。彼は,1938年 にオース トリアで秘密警

察に入ったのだった。当時オランダでは,ユ ダヤ人は全部逮捕すべ しという命

令が出ていた。11時 ころ,彼 は4人 のオランダ ・ナチを引き連れて,ピ ス トル

を持って,隠 れ家へ行った。すでに密告者 もそこにいた。銃 を持ったオランダ

人が店の戸を開けた。家族はこうして捕 まるのだった。彼 らは隠れ家には2年

1カ 月いた。 ジルベルバ ウアーは,写 真 よりもアンネは美 しい子だった,と 言

う。フランクのかつての会社の社員数名も連行 され,ミ ープは連行されなかっ

た。その後,警 察の自動車がきて,家 具類を持ち去った。 また金目になるもの

は没収 した。アンネの日記は金 目にな りそうもな く,床 に捨てられた。彼 らは

囚人護送車でゲシュタポ本部へ連行 された。日記帳を見つけた掃除人から,ミー

プはそれを受け取った。

オランダでは潜伏者が1万 人いた。半分が ドイツ軍に,半 分が密告で,捕 ま

った。オランダの3/4の ユダヤ人が殺 された。当初14万 人のユダヤ人がオラ

ンダにいたのだった。

ミープは,募 金 を集め,賄 賂で,フ ランク家を救おうと考えた,だ がナチに

拒否された。かの会社員のコープハイス,ク ラーレルも,オ ランダ強制収容所

へ連行 された。

1944年,家 族は,逮 捕後,別 々にオランダ北部に送られた。8月,ペ ステル

ボルグへ送 られ,こ こで家族は再会ができた。そして9月3日,ア ウシュヴィ

ッツ(ポ ーランド)へ 護送 され,そ こで男女が分けられた。ファン ・ダーン氏

(=ペ ーターの父)は,病 気にな り,10月 にガス室へ送 られた。父フランクは,

12月 に病院へ送 られた。1945年1月,ソ 連の砲撃が近づいた。妻(=ア ンネの
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母)は,1945年 冬,1月6日 に 過 労 で病 死 した。 こ こで1万1千 人 の 囚 人 を全

部 ドイ ッへ 移 せ と,命 令 が 出 た 。 だが 父 は 病 気 で残 った 。1月27日,ア ウ シ ュ

ヴ ィ ッツ は ソ連 に解 放 され た 。 そ の 直 前 に,ペ ー ター は ア ウ シ ュ ヴ ィ ッッ か ら

移 され る が,そ れ ら囚 人 た ち は,停 車 場 まで の 強 行 軍 で ほ とん ど死 ん だ 。

時 期 は さか の ぼ る が,1944年10月30日,フ ァ ン ・ダー ン夫 人,マ ー ゴ ッ ト,

ア ン ネが,ベ ル ゲ ン ・ベ ル ゼ ン(ド イ ツ)へ 送 られ た 。 姉 妹 は父 母 と別 べ つ に

な っ た。1945年2月 に,2人 は チ フス に か か っ た。 マ ー ゴ は,2月 末 に,ベ ッ

ドか ら落 ち て 死 ん だ 。 ア ン ネ は,3月 初 め,つ ま りそ の 数 日後,そ れ に落 胆 し

て 衰 弱 死 した 。

1945年4月30日,ヒ トラ ー は 自殺 し,ド イ ツ は無 条件 降 伏 を した 。5月,オ

ラ ン ダ は解 放 され た 。 父 は,ア ム ス テ ル ダム へ 帰 っ た 。 父 は,密 告 者 は知 りた

く ない,と ミー プ に語 っ た。8月 に郵 便 が 来 て,ア ン ネ とマ ー ゴ の 死 を知 らせ

た 。 密 告 者 は オ ラ ン ダ人 で,倉 庫 係 フ ァ ン ・マ ー レ ンが 容 疑 者 に な っ た。 しか

し掃 除 婦 ・そ の 妻 レナ ・ブ ラ デ レ ン だ と,ミ ー プ は 考 えて い る 。

ア ン ネ の 日記 につ い て は,父 は,Aテ キ ス ト,Bテ キ ス トか ら,Cテ キ ス ト

を作 っ た 。1947年 に,Cテ キ ス ト「隠 れ 家 の家 」を 出 版 した 。"HetAchter-huis",

1947,で あ る 。 こ れ は,初 め あ ま り売 れ な か っ た 。 ア メ リ カ で 劇 と映 画 に な っ

て,有 名 に な っ た。 父 は,日 記 の 削 除 した5枚 を,友 人 に渡 した 。 そ して そ の

公 表 を止 め た 。 そ して 父 は死 ん で 行 っ た 。 そ の部 分 は,妻 工 一 デ ィ ッ ト論 と,

ア ン ネが 性 に 目覚 め る 所 と で あ っ た 。 ア ンネ の 日記 は38力 国語 に 訳 され た。3)

ム ソ リー二

ムソリー二は,初 めイタリァ社会党の編集長だった。ローマ進軍で首相にな

った。イタリアは国王制であった。彼は議会の反対派議員を暗殺 もした。ファ

3)伝 記 ミュラー 『ア ンネの伝記 』文 芸春 秋。;シ ュナ ーベ ル 『ア ンネのお もか げ』

みす ず書 房。
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シス ト党の一党制を作 った。

ムソリー二はエチオピア攻撃をした。彼の理想は,「 再びローマ帝国を」で

あった。その息子2人 は飛行士 になり,1人 は事故死した。

ムソリー二は,ヒ トラーのオース トリア併合を牽制し,ブ レンナー峠へ軍隊

を出す と言う。 ミュンヘン会談で,彼 は平和 を,と 言う。だが第2次 大戦に参

加 を決定 した。

ムソリー二の娘は,チ アノ伯,後 の外相,と 結婚 した。戦争中,会 議でムソ

リー二が罷免 され,娘 婿 ・外相チアノも反対派に回った。こうしてバ ドリオ元

帥の内閣ができた。だがチァノは後に処刑 され,日 記を残すことになる。

ムソリー二は,ド イツに救出され,ミ ラノで政府を作 った。亡命途中で,ゲ

リラに捕ま り,愛 人 とともに射殺 され,死 体 は吊された。

ムソリー二が会議で罷免されてか ら,彼 の没落が始 まったのだが,こ ういう

事はヒ トラーの場合には起きない。ヒ トラー方が独裁力が強い。またイタリア ・

ファシズムは国王制のもとで行われた。そのため ドイツ ・ナチーズムと少 し違

う。またムソリー二は浮気をした。ヒ トラーは独裁者になってから,エ ヴァ ・

ブラウンだけと同棲 していお り,奇 妙な禁欲性があった。ただしヒトラーは,

私生活では女性 を蔑視 していた。

ポ プ リスモ,ペ ロニスモ

アルゼ ンチンは独立 していたが,急 進的民族主義に担われ,非 共産主義体制

をとり,資 本主義の枠内で発展をめざした。1946年 から55年 まで統治したペロ

ンの体制が,ポ プ リスモ(人 民主義)と いう政治体制の代表例であった。

エバ

1919年5月7日,ア ル ゼ ンチ ンの 片 田舎 で,マ リー ア ・エ バ ・イバ ル グ レ ン

が,ロ ス ・ トル ドス の は ず れ の あ ば ら屋 で,私 生 児 と して う まれ た 。5人 兄 弟
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の末子だった。彼女の母は,あ る地主 ドゥアルテの愛人だった。1926年,チ ビ

ルコイで,父 が死に,彼 女の家は ドゥアルテと名乗れた。だが1月8日 の葬式

には出 られなかった。子供 らは妾の子だったか らである。母はその後,地 方政

治家の愛人 とな り,田 舎町フニンに住んだ。エバは中学を出て,女 優 になろう

とした。この町で,タ ンゴ歌手マガルディと愛 し合 った。最初の男だった。1936

年,エ バは,彼 にくっついて,ブ エノスアイレスへ出た。だが彼は家族 もちだ

った。エバは酒場などで働いた。才能 も美貌も魅力 もなかったが,名 だけの女

優 となった。チ ョイ役で舞台 ・映画に出た。だが しだいに美 しくなった。エ ヴ

ァを好 きになった男が出資 して,ラ ジオ番組 を提供 してもらった。週一回のメ

ロ ドラマだった。これでエバは有名 になった。雑誌に写真が出るようになった。

エバ は,実 力者と知合いになろうとやっきになるのであった。

プア ン ・ドミンゴ ・ぺ ロン

ペ ロンは,1885年,ロ ボス町のはずれに生 まれた。父は,南 ヨーロッパの農

民の子孫で,イ タリア系だった。母はインディオの血の混 じった田舎娘だった。

ペロンは,小 農場主の子 として生まれた。5才 の時,パ タゴニアに移住 し,家

は,牧 場を経営 した。彼は,た くましく育った。父が死 に,母 は,ブ エノスア

イレスの軍事学校へ,彼 を入れた。射撃,フ ェンシング,げ んこつで,ト ップ

となった。ペロンは,堂 々とした体躯で,教 養があった。個性的魅力と説得力

があった。ペロンは,イ タリアに勤めた時,ム ソリー二を見て,独 裁者になり

たいと思うのだった。彼 は,ブ ラジルで秘かに結社 「統一将校団」 を作った。

そ して書記長になった。 これは全国組織になる。

労働政策を担当 した。ペロンは,労 働者に対する大胆な保護政策を展開 し,ク ー

デタでも大 きな役割をはたした。
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エ ビ ー タ(Evita)・ ペ ロ ン と ペ ロ ン

エバは,そ の新閣僚=逓 信大臣インペル ト大佐の愛人になった。 これでラジ

オのオーナーが,エ バの月給 を3倍 にした。1944年 に,サ ンファン地震が起 き

た。ペロンの主宰 した募金慈善バラエティ ・シ ョー=コ ンサー トで,1月22日,

エバは,フ ワン ・ドミンゴ ・ペ ロンに紹介 され,「 お役 に立てる」 と言って近

づいた。彼女は,彼 が最高実力者だと知っていた。その 日,2人 は秘かに別荘

に行 くのだった。彼女は逓信大臣を捨てたのである。エバ とペロンは,40才 近

く年齢が違 っていた。エバは,ペ ロンの若い愛人を彼の家か ら追い出した。彼

女は女 としては,ス ゴ腕であった。

ペロンは,労 働組合 を従わせた。政府が,対 ドイツ断交,対 ドイツ宣戦 をし

たので,ペ ロンらはクーデタを起 こし,フ ァレルを大統領にした。ペロンは国

防相になり,そ して副大統領にもなった。

ペロンはエバと同棲 した。エバ は,政 治で民衆の力がかえりみられていない

ことに気づいた。ペロンは,国 内の賃上げを実施 した。労働組合を自分の労働

組合 に編入する。彼はナショナリス トだった。アルゼンチンでは食肉労働者が

最大だった。彼 らは,ス トライキを起こし,こ れをペロンは解決 した。賃金の

規準制を廃止 し,大 幅賃上げをし,再 雇用をし,再 賃制をつ くった。ただ し,

ペロンの体制はファシス ト的色彩があった。

だがここで政変が起 きた。ペロンは失脚 し,逮 捕された。ペロンは,軍 隊を

去った。エバは,そ こで若手軍人,労 働組合を動員するのだった。ペ ロンは,

釈放された。

エバはペロンと結婚 した。エバ26才 だった。これは美貌のゆえであった。彼

女は,エ バ ・ペロン,ま たはエビータとなる。後の ミュージカル 「エ ビータ」

のヒロインである。エバは,映 画の準主役になったが,女 優 としての演技 はと

て もだめだった。

大統領選挙戦が行 なわれた。労働組合か ら絶大な支持をえたペロンは,1946

年6月4日,大 統領 になった。労働者,下 層国民を労働党に組織 し,こ の体制
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を固めた。ペロンはイギ リス産業を放逐 した。

エバ は,国 民にエビータと呼ばせた。「特権階級のもつ富 をとりあげて皆 さ

ん貧民の手に与える」と語るのだった。エバは,上 流婦人の慈善団体の会長に

させてもらいたかった。 しきた りとしては,大 統領夫人が これに就任するのだ

が,依 頼がこないのだった。その会長は大地主夫人であった。エバは,上 流階

級,軍 人に嫌われた。彼女は,下 層出であ り,情 婦,娼 婦,成 り上が り者,と

言われた。

エビータは,ヨ ーロッパ旅行 をした。スペインでは,フ ランコ総統に勲章を

もらった。イタリアでは,法 王 に謁見 したが,勲 章 はもらえなかった。エビー

タは,「虹の高みにたつ」 と,語 った。彼女は,イ ギ リスには行かなかった,

実際は行けなかった。1947年8月 に,帰 国 した。

エビータは,婦 人選挙法案を可決させる。これはアルゼ ンチン初の快挙であ

った。そ して彼女は,婦 人ペロン党をつ くり,そ の総裁になった。ついで社会

救済財団=エ バ財団を作 った。寄付金は国内中か ら強制 してださせた。賃金な

どからも出させた。かの上流団体の慈善団体の予算 を,政 府から出させなくさ

せた。また彼女は,私 生児を認める法律 も作 った。

エビータは,貧 民,弱 者に目をむけ,労 働組合を作 り,初 めて女性参政権 を

与えて,「 女性 の味方」だと言 うのだった。彼女 は,食 糧,家,毛 布 を,貧 民

に与 え,子 供にはお もちゃを与え,「 エバ財団」から入れ歯を送った。これら

の事業では,面 倒 なので帳簿はつけなかった。

1951年4月,エ バ は,副 大統領 になって くれ,と 言われた。労働総同盟

(C.G,T.)が 支持 し,ペ ロンも初めは支持 した。エ ビータは,今 まで何 をす

るにも権利がないと言われてきたので,本 当は副大統領にな りたかった。だが,

軍人が反対 した。他方で,民 衆は支持 した。ペロンは,軍 部を考慮 して,彼 女

を副大統領に任命するのをやめた。それに,彼 女が癌にかかったことを知 り,

それを告知 した。そのためエビー タは,副 大統領立候補を辞退 した。ペロンが

地位を保 っているのは,エ バのおかげだった。11月11日 は,大 統領選挙であっ

た。ペロンは当選 し,大 統領になった。
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1952年5月1日,エ ビータは病床か ら立って,大 演説をした。反ペロニスモ

に対 して闘うとい うものだった。7月26日,エ ビータは,癌 で亡 くなった。エ

ビータは夫に,「貧 しい人々を裏切 らないで」 と遺言 した。彼女 はアルゼ ンチ

ンの大地主の体制に敵対 したのである。夫は,エ ビータの遺体に防腐剤を使っ

て,保 存 した。エビータは死ぬ前 に,「私は帰って くる,何 千,何 百万 となっ

て帰 ってくる」 と言った。人々は,彼 女を 「聖エビータ」 と呼んだ。映画館で

は映画をとめて,彼 女の死のニュースをその映画館で知らせる有様だった。皆

が,悲 しんだ。

エビータの死後,ペ ロンは並の軍事独裁者になった。1955年,ヴ ァチカンが

ペロンを破門した。そ して革命が起 きた。1955年9月,軍 部の反ペロン派がクー

デ タを起 こし,政 権は崩壊 した。ペロンはパナマへ亡命 した。結局スペインへ

行 くのだった。1955年,将 軍ペ ドロ ・アランゴール大統領が,ア ルゼンチ ン陸

軍に,エ ビー タの遺体を隠せと命令 した。陸軍情報部長モリ ・ケーニヒ大佐が,

郊外のビルの一室へ隠そうとして車でゆ くと,そ の前のビルが爆発 した。車か

らお りると,ロ ーソクと花が並べ られていた。遺体の場所 を変えても,必 ず,

ローソクと花が飾 られた,と いう伝説がある。そこで大佐は,部 下の家 にお く

ことにした。部下はある日,奇 妙な物音が したので,拳 銃 をうつ と,そ れは自

分の身重の妻だった。大佐は,エ ビータは生 きている,と 話すようにな り,78

日後に解任 された。1957年,政 府は遺体を国外に運びだし,船 でボンへ,そ し

てローマへと,ヨ ーロッパ各国を回った。遺体はミラノに送 られた。1969年 に,

アランゴール大統領は,エ ビータの場所を言わなかったので,誘 拐 ・暗殺され

た。

1973年 に,デ モがお き,エ ビータを返せ という声があがった。ペロンが再び

政権に呼ばれることとなった。遺体は,ス ペインのペロンに戻 された。5月,

ペロニスタ政権が18年 ぶ りに樹立され,1973年10月 ペロン自身が大統領 に復帰

した。だが彼は,1974年7月 に死去 した。その後,そ の夫人が大統領になった。

1974年11月17日,エ ビータの棺は帰国した。19年 ぶ りにアルゼンチ ンの人々は

エビータに再会 したのだった。だが1976年3月,軍 部がクーデタを起 こし,権
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20世 紀 の 大 事 件

2000年 に,20世 紀 の 大 事 件 を,あ る放 送 局 が 日本 人 か らア ンケ ー トを した 。

そ れ らは,1位 か ら20位 まで,次 で あ っ た。(括 弧 内 は,年 号 そ し て説 明)日

本 人 へ の ア ンケ ー トで あ るか ら,日 本 的 で あ る。

1.太 平 洋 戦 争 。

2.原 爆 が 落 と さ れ た こ と。

3.ア ポ ロ11号 の 月 面 着 陸(1969.7.20)。

4.日 露 戦 争 。

5.第 二 次 大 戦 。

6.第 一 次 大 戦(6300万 人 が 戦 う)。

7.ベ ル リ ンの 壁 崩 壊(1989。1.9)そ して ドイ ツ統 一(1990)。

8.阪 神 大 震 災(1995.1.17.震 度7,6400人 の死 者,25万 家 族 の 被 災 が

発 生 した)。

9.ロ シ ア 革 命 。

10.NY株 価 暴 落(1929.10.24)

11.関 東 大 震 災(1923.9.1,M7.9)

12.東 京 オ リ ン ピ ック=ア ジ ア初(1964)

13.ソ 連 消 滅 。

14.日 本 国 憲 法(1946.11.3公 布)

15.朝 鮮 戦 争 。

16.サ リ ン事 件(1995)。

17.ラ イ ト兄 弟 の 飛 行 機(1903)。

18.二 ・二 六 事 件 。

4)バ ー ン ズ 『エ ビ ー タ』 新 潮 文 庫,な ど。



22商 学 討 究 第51巻 第4号

19.バ ブ ル 崩 壊(1990年 株 価 下 落,1991年 地 価 下 落)。

20.満 州 事 変 。


